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職場を働きやすく職場を働きやす
するためにするために

　青年部では、昨年「要求書（素案）」を決
定し、常任委員会等で議論を重ね、２月19日
に要求書を提出しました。
　青年層の大幅賃上げや、特に社会的問題で
ある「奨学金」を重点要求として位置づけ、
借り換え制度創設を求めています。やりがい
を持って安心して働き続けられる職場環境の
実現を求め、私たちは全力で奮闘します。
 （府職労青年部長　塚元寛貴）
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昨
年
４
月
に
大
阪
国
際
が

ん
セ
ン
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ー
と
し
て
開
院
し

て
か
ら
も
う
す
ぐ
１
年
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た

ち
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。

　

新
し
い
シ
ス
テ
ム
に
慣
れ

る
ま
で
毎
日
、
緊
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連
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で
し
た
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。
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な
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は
外
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、
常
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と
非
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勤
を
合
わ

せ
て
ギ
リ
ギ
リ
（
そ
れ
以
下

か
も
し
れ
ま
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）
の
人
員

で
毎
日
ど
ん
な
に
頑
張
っ
て

も
、
昼
休
憩
が
２
時
か
３
時

頃
に
な
っ
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し
ま
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ま
す
。

一
緒
に
働
い
て
い
る
派
遣
の

医
師
事
務
補
助
（
ク
ラ
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ク

さ
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）
も
同
じ
状
況
で
す
。

　

外
来
診
察
の
医
師
の
中
に

は
、
昼
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に
も
ト
イ
レ
に
も

行
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ず
10
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連
続
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す
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ら
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知
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診
療
報
酬
を
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先
す
る
あ

ま
り
在
院
日
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の
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縮
が
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院
の
目
標
に
掲
げ
ら
れ
、
早

期
に
退
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と
な
っ
た
患
者
さ
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が
、
症
状
が
悪
化
し
て
結

局
、
緊
急
入
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と
い
う
形
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再
入
院
に
な
る
ケ
ー
ス
が
目

立
ち
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す
。

　

一
方
で
満
床
状
態
が
つ
づ

き
、
緊
急
入
院
で
は
、
高
額

な
料
金
の
個
室
し
か
空
い
て

い
な
い
こ
と
が
多
く
、
患
者

さ
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し
ぶ
し
ぶ
了
承
し
て

も
ら
い
入
院
し
て
い
た
だ
く

新
病
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に
な
っ
て
現
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は
さ
ら
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過
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事
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増
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、
府
立
の
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し
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の
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果
た
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と
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す
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多
い
で
す
。
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外
来
で
は
非
常
勤
の
看
護

師
が
多
く
働
い
て
い
ま
す
。

皆
そ
れ
ぞ
れ
事
情
が
あ
っ
て

短
時
間
の
勤
務
で
す
が
、
常

勤
と
同
じ
業
務
を
し
て
い
ま

す
。

　

昨
年
、
組
合
に
加
入
さ
れ

た
非
常
勤
の
方
が
２
名
い
ま

す
が
、
他
の
非
常
勤
の
方
に

組
合
の
こ
と
を
話
し
て
く
れ

た
り
加
入
を
す
す
め
て
く
れ

た
り
す
る
状
況
も
少
し
ず
つ

う
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

非
常
勤
職
員
の
待
遇
改
善

の
た
め
に
も
、
い
ず
れ
は
非

常
勤
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り

た
い
ね
と
話
し
て
い
ま
す
。

府民のいのちと健康を守る府立病院に　③
医療の現場から医療の現場から

大阪国際がんセンター　東　里美

　大げさな話ではありません。私たちは、平和を当たり前のように享受してい
ますが、それは、当たり前にあるものではなく、日本国憲法という、世界に誇
る門番が守ってくれている、空気のような、そしてかけがえのない平和なの
だ、ということを、決して忘れてはならないのです。

な
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

の
大
切
さ
が
よ
く
わ
か
っ

た
。

● 

時
間
が
あ
っ
と

い
う
ま
に
過
ぎ

た
。

● 

30
年
前
に
受
け

て
い
た
ら
人
生

変
わ
っ
て
い
た

か
も
と
い
う
く

ら
い
勉
強
に
な

っ
た
。

● 

自
分
だ
け
の
考

え
を
述
べ
る
の

で
は
な
く
、
み

ん
な
で
話
し
合

い
、
改
善
策
を

考
え
る
こ
と

で
、
自
分
の
考

え
て
い
る
以
上

合
い
、
行
動
に
移
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
学
ん
だ
。

　憲法９条の改正をめぐって、自衛隊を明記する案や２項削除案などの議論が
進み、今、日本国憲法は重大な岐路にさしかかっています。「戦争のできる国
へ」このまま、突き進んでしまっていいのか。職場のみなさんから、声を集め
てみました。

○ 子どもたちが生涯安心して健やかに過ごせる環境を守り抜くために、憲法
を変えないでほしい。
○ ２人男の子がいます。この子達が不安になっています。私も怖いです。将
来、大きくなった子どもたちが戦争に行かなければならないの？ホントに
９条を変えてしまったら、戦争への歯止めは誰がしてくれるの？今の政権
に、全体の命を守る気持ちがある良心を持った政治家がいるようには思え
ません。だから怖い。子どもたちに希望や夢を持ってほしいと思うけど、
今の状況では親がそう思えないです。
○ 『９条守ろう！』と自由に言える年は、今年が最後の年になるかもしれない。
○ 組合の勉強会で、憲法を意義あるものにするためには、国民の不断の努力が
必要であり、何もしないと権力が国民の権利を奪うことにつながると知り
ました。関心を持つことだけでも大きな力になるのではないでしょうか。
○自分の家族が戦争に行くかもしれないと思って考えてほしい。
○ 人を傷つけて得られる幸せはない。武力で得た安寧は、傷つけられた誰か
の手で再び失われる。
○私の子どもに、誰かを傷つけさせたくない。
○戦争で悲しむ日本にしたくない。
○戦争からは何も生まれない。平和な世界を。

憲法を守り活かす社会に

病院労組病

青年部青年部


